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北九州市民の会 検索

　

被
爆
・
戦
後
80
年
の
2
0
2
5
年
。
第
30

回
「
2
0
2
5
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
in
北

九
州
」
が
8
月
15
日
～
17
日
、
八
幡
西
区
の

黒
崎
コ
ム
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
、
３
日
間
で

9
0
0
人
を
超
え
る
市
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

歴
史
学
者
の
笠
原
十
九
司
さ
ん
が
「
戦
後
80

年
、
被
爆
80
年
、
憲
法
9
条
を
生
か
し　

平

和
な
日
本
を
！
」
と
題
し
て
記
念
講
演
、
長

崎
市
家
族
証
言
者
の
原
田
小
鈴
さ
ん
が
、
80

年
前
に
広
島
と
長
崎
で
二
重
被
爆
被
爆
し
た

祖
父
に
つ
い
て
語
り
部
を
行
い
ま
し
た
。
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
戦
時
資
料
や
写
真
な
ど

多
く
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
８
月
21
日
は
門
司

区
、
小
倉
北
・
南
区
の
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。大

軍
拡
と

大
軍
拡
と

戦
争
国
家
づ
く
り

戦
争
国
家
づ
く
り

を
と
め
よ
う

を
と
め
よ
う

　
今
年
は
戦
後
80
年
で
す
。
80

年
前
の
日
本
軍
国
主
義
に
よ
る

侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
で
2
0
0
0
万
人
の

命
が
、
日
本
国
民
3
1
0
万

人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
う
し
た
侵
略
戦

争
と
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
、

国
民
共
通
の
認
識
と
し
て
、
未

来
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
日
本
国
憲

法
に
刻
ま
れ
た
再
び
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
不

戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
、
今
進

め
ら
れ
て
い
る
憲
法
違
反
の
大

軍
拡
と
戦
争
国
家
づ
く
り
を
止

め
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
第
30
回
戦
争
展
は
互
い
に
歴

史
の
真
実
を
学
び
合
い
、
平
和

を
つ
く
る
力
に
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
。

三輪実行委員長

講演する笠原さん

　
近
現
代
史
を
専
門
に
多
く
の
著

書
が
あ
る
笠
原
さ
ん
。
2
0
2
3

年
に
は
「
憲
法
九
条
論
争 

幣
原
喜

重
郎
発
案
の
証
明
」（
平
凡
社
新
書
）

を
出
版
。
日
本
国
憲
法
は
G
H
Q

か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
い

う
「
俗
説
」
を
否
定
し
、
憲
法
九

条
の
「
戦
争
放
棄
」
条
項
を
提
案

し
た
の
は
日
本
政
府
の
最
重
要
人

物
だ
っ
た
こ
と
を
発
表
し
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
笠
原
さ
ん
は
今
回
の
講
演
会
で

も
言
及
し
「
憲
法
9
条
は
白
洲
次

郎
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
秘
密
裏
に

提
案
し
た
も
の
。
天
皇
制
維
持
と

憲
法
9
条
の
セ
ッ
ト
で
連
合
国
の

反
発
を
回
避
し
、
日
本
の
民
主
化

を
進
め
た
」
と
歴
史
的
背
景
を
説

明
。
憲
法
学
会
が
こ
の
事
実
を
十

分
に
認
め
て
い
な
い
現
状
に
も
触

れ
ま
し
た
。

　
戦
後
80
年
、
平
和
憲
法
の
下
で

の
日
本
の
平
和
政
策
と
憲
法
9
条

の
意
義
に
つ
い
て
、「
日
本
は
憲
法

9
条
に
よ
っ
て
戦
争
を
せ
ず
、
平

和
国
家
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し

て
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
イ
ラ

ク
戦
争
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
自
衛
隊
の
海
外

派
遣
を
回
避
し
て
き
た
」
と
解
説
。

　
一
方
で
現
状
は
安
倍
政
権
以
降
、

集
団
的
自
衛
権
の
容
認
や
防
衛
政

策
の
転
換
が
進
み
、
憲
法
9
条
の

理
念
が
揺
ら
い
で
い
る
点
を
指
摘
。

尖
閣
諸
島
・
台
湾
有
事
な
ど
、
ア

メ
リ
カ
の
戦
略
に
巻
き
込
ま
れ
る

日
本
の
現
状
や
、
大
軍
拡
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
国
内
で
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
な
ど
、
戦
争

リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
今
後
、
日
本
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
し
て
、
日
本
政
府
の
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
や
国
連
安
全
保
障

理
事
会
の
改
革
を
あ
げ
、
憲
法
9

条
の
理
念
を
地
球
憲
章
と
し
て
世

界
に
広
げ
る
べ
き
と
の
提
言
。
そ

の
た
め
の
市
民
と
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
、
草
の
根
的
な
運
動
と
そ
の
役

割
の
重
要
性
を
強
調
し
、
日
本
会

議
な
ど
保
守
系
団
体
の
影
響
力
排

除
や
歴
史
認
識
・
平
和
教
育
の
充

実
が
今
後
の
重
要
課
題
と
述
べ
て

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
私
は
長
崎
か
ら
参
り
ま
し
た
、

原
田
で
す
。
私
の
祖
父
は
広
島
と

長
崎
で
二
度
被
爆
し
た
二
重
被
爆

者
の
山
口
勉
で
す
。
2
0
1
0
年

に
他
界
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今

日
は
私
た
ち
被
爆
者
、
家
族
の
お

話
、
祖
父
の
被
爆
体
験
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
2
0
1
1
年
よ
り
祖
父
の
被
爆

体
験
を
私
語
る
活
動
を
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
語
る
ま
で
に

は
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
が
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。
被
爆
者
家
族
っ
て
い
う

の
は
、
偏
見
や
家
族
が
な
か
っ
た

わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
。
2
世
の

母
、
3
世
が
私
。
4
世
、
今
19
歳

に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
息

子
な
ん
で
す
が
、
祖
父
の
被
爆
体

験
を
語
っ
て
核
廃
絶
を
訴
え
て
い

ま
す
。

　
祖
父
の
時
代
の
人
々
が
、
ど
う

し
て
な
ぜ
戦
争
に
走
り
、
そ
れ
か

ら
原
爆
を
投
下
す
る
決
断
を
下
し

た
の
か
、
そ
の
過
程
を
や
は
り
歴

史
の
事
実
を
知
り
、
そ
れ
か
ら
理

解
し
な
が
ら
私
た
ち
2
人
（
著
書

『「
キ
ノ
コ
雲
」
の
上
と
下
の
物
語 

孫
た
ち
の
葛
藤
と
軌
跡
』
の
共
著

者
の
ア
リ
・
ビ
ー
ザ
ー
さ
ん
は
広

島
と
長
崎
に
原
爆
を
落
と
し
た
両

方
の
B
29
搭
乗
し
て
い
た
軍
人
の

孫
）
の
祖
父
と
孫
の
声
を
共
に
世

界
に
発
信
し
届
け
る
こ
と
が
，
ア

リ
と
私
の
宿
命
で
は
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
作
る
の
は
私
た
ち
を
含

め
、
皆
さ
ん
人
間
で
す
か
ら
、
あ

の
時
代
を
繰
り
返
さ
な
い
、
戦
争

に
走
ら
な
い
私
た
ち
は
や
は
り
偏

見
を
外
し
、
正
し
い
真
実
を
見
抜

け
る
視
野
や
知
恵
を
身
に
つ
け

て
、
え
え
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
ま
す
。

原田さん

語り部

●�

最
近
、
大
東
亜
戦
争
の
こ
と
を

肯
定
す
る
人
や
話
を
聞
き
ま

す
。
あ
の
戦
争
の
お
か
げ
で
東

南
ア
ジ
ア
の
国
々
が
独
立
で
き

た
。
だ
か
ら
日
本
は
恩
人
だ
と

い
う
人
や
国
も
あ
り
ま
す
。
私

に
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、

分
か
ら
な
く
な
る
時
が
あ
り
ま

す
。
戦
争
は
戦
勝
国
に
も
敗
戦

国
に
も
多
大
の
不
幸
を
も
た
ら

し
ま
す
。
そ
の
不
幸
は
大
多
数

が
市
民
で
す
。
戦
争
を
美
化
す

る
こ
と
な
く
、
人
々
の
さ
さ
や

か
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
が
平

和
の
象
徴
で
す
。

●�

山
口
さ
ん
の
こ
と
も
原
田
さ
ん

の
こ
と
も
良
く
知
っ
て
い
て
、

い
つ
か
お
話
し
を
聞
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
本
当
に
聞
け
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
貴

重
な
お
話
し
が
聞
け
て
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
お

話
し
を
後
世
に
私
た
ち
も
受
け

継
い
で
い
こ
う
と
あ
ら
た
め
て

決
意
し
ま
し
た
。

来
場
者
の
感
想

笠
原
さ
ん
が
記
念
講
演

押
し
つ
け
で
な
い
〝
憲
法
〟

戦後80年、憲法9条で平和な日本を戦後80年、憲法9条で平和な日本を
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委員は、「４歳の時の被爆体験
を語り、地球上の市民が自分
自身のこととして考え、核兵
器も戦争もない世界に向けて、
共に頑張りましょう」と訴え
ました。
　午前１１時２分に黙祷をし

た後、エジプトの元外務次官は、「人類生存の危機が増大している。団結し、もっ
と強く活動しよう」と呼びかけました。
　駐日メキシコ大使は、「核保有国に責任を果たすよう求めるうえで、市民社
会が力強く支えていることに深い信頼を寄せている。核兵器禁止条約を推進し
ていく」と表明しました。
　ベルギー労働党の欧州議会議員は、「不安定な世界において欧州が今ほど、
核軍縮と協力を推進すべき時はない。私達は平和と人間の安全保障の代弁者と
なろう」と語りました。
　英国・核軍縮運動の副会長や、フランス、米国、韓国、マーシャル諸島の代
表も発言し、日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める運動を、高校生や九
州・沖縄の代表が交流しました。
　大会終了後、原爆資料館に移動して、資料館、平和公園、山王神社など、各
人の希望により見学し、午後３時に長崎を後にし、北九州への帰路につきまし
た。帰りのバスでは各人より感想と感想文が出されましたか、「こんなに集まっ
た集会に感動もし、元気をもらった」「地元での活動を再構築したい」「若い方
たちの参加に希望を持った」「最近、様々な集会への参加が減っていることに
失望していたが、今度の大会に参加して元気と勇気をいただいた」など、核兵
器廃絶と戦争させない世論づくりに力を尽くしたい決意が寄せられています。
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日本被団協ノーベル平和賞受賞報告会日本被団協ノーベル平和賞受賞報告会～核兵器禁止条約 ８周年記念のつどい イン門司～～核兵器禁止条約 ８周年記念のつどい イン門司～

被爆国として核廃絶の運動を強めよう
　７月６日（日）午後、門司生涯学習センターにて、ノーベ
ル平和賞受賞・日本被団協報告会が開催され、約100名が参
加しました。報告会は、原水爆禁止門司地区協議会（原水協）、
原水爆禁止門司区地区実行委員会（原水禁）、門司被爆者の会
など９団体が呼びかけた集会です。
　オープニングは、おおかわ歌う会と青い空合唱団によるコー
ラスで幕をあけ、ＤＶＤ、「にんげんをかえせ」、「伝え中村国利
会長て下さい明日へ」（エフコープ生協）を視聴した後、福岡県

被爆者団体協議会の中村国利会長が、「ノーベル平和賞授賞式に参列して」と題した講演を行いました。
　中村会長は、①原爆投下後、アメリカは原爆被害の実相を隠し、日本政府は12年間、被爆者を放
置してきた。②国民は被爆の実態、被爆者の悲惨な実態を知らされず、被爆者は差別と偏見に苦しみ、
沈黙せざるを得なかった。③1954年３月のビキニ環礁の水爆実験でマグロ漁船全乗組員が被爆し、
国民が事件の重大性を知り、全国で原水爆禁止の署名運動が広がり、全ての議会が、核実験の停止、
原水爆の禁止を要求した。④これを契機に原水爆禁止運動と世界大会が開かれ、アメリカにも日本政
府にも無視され続けた広島、長崎の被爆者が日本被団協を結成し、世界中に被爆の実相を伝える行動
を開始したと、被爆者の闘いを報告しました。⑤ノーベル平和賞の授賞式に参加した感激と喜びとと
もに、核兵器を許さない国際世論が、80年間、核兵器の使用を許していない希望の光となっている。
⑥核兵器と人類は共存できず、核廃絶は単なる願望ではなく、人類の生存に不可欠であり、日本政府
は唯一の被爆国として、核兵器禁止条約を批准し、核兵器廃絶の先頭に立つ責任がある。⑦核兵器の
使用が危惧される中、市民社会の運動を更に強めようと呼びかけました。
　報告会は、被爆者の山川幸子さん（85才）、都城俊彰さん（81才）が証言をし、会場には、広島
市立基町高校の生徒が、被爆者の聞き取りを元に描いた「原爆の絵」の展示なども行われました。

原水爆禁止世界大会・ナガサキデー集会に原水爆禁止世界大会・ナガサキデー集会に
北九州から７０人以上が参加北九州から７０人以上が参加

　８月９日、原水爆禁止世界大会・ナガサキデー集会に向けた大型バスは、早
朝６時に市営バス若松営業所をスタートし、小倉駅前、八幡駅前で門司、小倉、
若松、八幡、そして戸畑の福建労北九州支部の方々など、６歳から８７歳の高
齢者など48人が乗車して参加しました。これ以外に、健和会より17人、Ｊ
Ｒ参加で６人、計２３人が参加しています。
　バス内では、車両長の今泉慎次氏の挨拶に続いて、八幡原水協の石田康高理
事長が、核兵器を巡る情勢と共に、広島市平和祈念式での湯崎県知事の挨拶の
一部を紹介しました。
　「国破れて山河あり」。かつては抑止が破られ国が荒廃しても、再建の礎は残っ
ていました。「国守りて山河なし」。もし核による抑止が、歴史が証明するように、
いつか破られて核戦争になれば、人類も地球も再生不能な惨禍に見舞われます。
概念としての国家は守るが、国土も国民も復興不能な結末が有りうる安全保障
に、どんな意味があるのでしょう。
　核兵器廃絶は決して、遠くに見上げる北極星ではありません。被爆で崩壊し
た瓦礫に挟まれ身動きの取れなくなった被爆者が、暗闇の中、一筋の光に向かっ
て一歩ずつ這い進み、最後は抜け出して生を掴んだように、実現しなければ死
も意味し得る、現実的・具体的目標です。諦めるな。押し続けろ。進み続けろ。
光が見えるだろう。そこへ向かって這っていけ。原爆犠牲者の無念を晴らすた
めにも、我々も決して諦めず、粘り強く、核兵器廃絶という光に向かって這い
進み、人類の地球の生と安全を勝ち取ろうではありませんか。
　このすばらしい訴えを紹介し、人類の存亡をかけた闘い、その勝利への道、
原水爆禁止の闘いを広げようと訴えました。続いて各人の自己紹介、そして原
水禁運動の原点でもある「にんげんをかえせ」のＤＶＤを上映し、青い空合唱
団の堤氏の指導で平和歌集の全員合唱をしました。

　会場の長崎市民会館に
は、被爆８０年、被団協
のノーベル平和賞受賞
や、核戦争の危機を反
映して、昨年の倍近い
３２００人が２階席や第
２会場の文化ホールまで
埋め、全国で７００人が

視聴しました。世界各地から政府機関も含め２２０人以上が参加し、核兵器廃
絶を求める熱気あふれる大会となりました。
　ビデオ挨拶をした鈴木史朗長崎市長に続いて、日本被団協の田中重光代表

参加
案内

平和大行進平和大行進

核廃絶訴え核廃絶訴え

講演する中村国利会長

参加者で会場いっぱいとなった長崎市民会館参加者で会場いっぱいとなった長崎市民会館

折り鶴を献納する参加者の皆さん折り鶴を献納する参加者の皆さん


